
　
21
世
紀
最
初
の
独
立
国
と
し
て
知

ら
れ
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
。日
本
人
に
と

っ
て
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
国
か

も
し
れ
な
い
。し
か
し
実
は
、
こ
の
国

の
天
然
ガ
ス
の
ほ
ぼ
全
量
が
日
本
に

輸
入
さ
れ
て
い
る
。私
た
ち
の
暮
ら
し

に〝
欠
か
せ
な
い
〞国
の
一
つ
な
の
だ
。

　
日
本
人
観
光
客
に
も
人
気
の
リ
ゾ

ー
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
か
ら

飛
行
機
で
２
時
間
弱
。国
土
は
わ
ず
か

１
万
４
９
０
０
平
方
キ
ロ
。長
野
県
と

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
国
土
に
、
約
１
１

０
万
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。全
人
口
の

２
割
を
占
め
る
首
都
デ
ィ
リ
は
お
だ

や
か
な
海
を
臨
む
港
町
。食
材
や
生
活

待
ち
望
ん
だ
独
立

平
和
の
光
が
見
え
た
時

雑
貨
を
扱
う
商
店
が
立
ち
並
び
、
毎
日

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。今
と
な
っ
て
は

〝
平
和
〞
な
日
常
が
垣
間
見
え
る
東
テ

ィ
モ
ー
ル
だ
が
、
４
０
０
年
以
上
に
も

わ
た
る
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

　
16
世
紀
か
ら
続
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
支
配
を
経
て
独
立
を
宣
言
し
た
の

は
１
９
７
５
年
。し
か
し
そ
の
後
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
軍
の
侵
攻
を
受
け
、
一
瞬

見
え
た
平
和
へ
の
光
も
そ
の
影
を
潜

め
て
し
ま
う
。そ
の
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
に
よ
る
弾
圧
や
貧
困
な
ど
に

よ
り
、多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
た
。

　
し
か
し
98
年
、
再
び
明
る
い
光
が
差

す
。経
済
危
機
に
陥
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
は
、
国
際
社
会
と
の
協
調
を
図

る
必
要
性
か
ら
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
独

立
を
容
認
す
る
方
針
に
転
じ
た
の
だ
。

こ
の
動
き
を
受
け
て
国
連
は
東
テ
ィ

モ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
結
成
し
、
99

年
８
月
、
事
実
上
の
独
立
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。だ
が
そ

の
後
再
び
、
独
立
反
対
派
の
破
壊
・
暴

力
行
為
が
激
化
し
、
現
地
の
情
勢
は
悪

化
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
。ま
た
暴

力
に
支
配
さ
れ
る
時
代
に
戻
る
の
か

―
。人
々
の
頭
に
不
安
が
よ
ぎ
っ
た

が
、
多
国
籍
軍
の
仲
裁
に
よ
り
事
態
は

終
息
へ
と
向
か
っ
た
。

　
独
立
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
る
中
、

99
年
12
月
、
日
本
が
ホ
ス
ト
国
と
な

り
、
第
１
回
東
テ
ィ
モ
ー
ル
支
援
国
会

合
が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。こ
の
場
で

日
本
は
、
３
年
間
で
１
億
２
０
０
０
万

ド
ル
の
支
援
を
表
明
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
両
事
務

所
が
か
じ
を
取
り
、
首
都
デ
ィ
リ
に
事

務
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。し

か
し
、
首
都
で
は
住
民
投
票
後
の
混
乱

で
７
割
の
建
物
が
壊
滅
さ
れ
た
状
態

だ
っ
た
。「
焼
け
残
っ
た
建
物
の
中
か

ら
、
物
件
を
探
す
こ
と
す
ら
困
難
な
状

態
。銀
行
も
営
業
し
て
お
ら
ず
、
開
店

し
て
い
る
商
店
も
数
え
る
程
度
で
し

た
」
と
、
事
務
所
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ

た
J
I
C
A
の
渡
邉
健
職
員
は
話
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ダ

ー
ウ
ィ
ン
に
連
絡
事
務
所
を
設
置
し
、

事
務
所
設
立
に
必
要
な
資
金
や
資
機

材
を
調
達
し
た
。

　
し
か
し
そ
ん
な
時
で
も
、
現
地
の

人
々
は
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

街
中
は
何
も
な
い
、
ま
さ
に
焼
け
野
原
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島の未来を考える

の
よ
う
な
状
態
。戦
後
間
も
な
い
日
本

を
彷
彿
さ
せ
る
光
景
だ
っ
た
が
、「〝
将

来
の
独
立
、
平
和
と
繁
栄
〞
へ
の
期
待

を
感
じ
ま
し
た
」
と
渡
邉
職
員
。そ
し

て
２
０
０
０
年
４
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
東

テ
ィ
モ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
を
開
設

し
た
。

　
江
尻
幸
彦
・
初
代
事
務
所
長
は
「
開

設
当
初
は
正
式
に
国
家
が
樹
立
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
二
国
間
協
力
を
ベ

ー
ス
と
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
に
は

制
限
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、
現
地

の
ニ
ー
ズ
に
最
大
限
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
イ
ン
フ
ラ
、
農
業
、
人
材
育
成
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
を
柱
に
、
開
発
調

査
や
草
の
根
技
術
協
力
事
業
、
第
三
国

研
修
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
相
乗
効

果
を
図
り
ま
し
た
」
と
話
す
。そ
し
て

02
年
５
月
、
正
式
に
念
願
の
独
立
を
果

た
し
た
後
は
平
和
の
定
着
を
支
援
の

柱
に
加
え
、
国
家
基
盤
の
整
備
に
向
け

て
本
格
的
な
支
援
に
乗
り
出
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ま
ず
優
先
し
た
の
は
、

道
路
、港
湾
、電
力
、灌
漑
、水
供
給
の

日本は紛争により荒廃が進んだイ
ンフラの整備に着手。首都の水
道施設を整備し、人々に“命の水”
を提供した （撮影：今村健志朗）

日本のNGOと協働でコーヒーの栽培を支援。東ティモールにとって、コーヒー
は唯一の輸出品目だ （撮影：今村健志朗）

い
ち
早
く
現
場
へ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
設
立

紛争を乗り越え
新たな国づくりへ

独立をめぐる暴動により、首都ディリでは廃墟となった建
物があちこちに見られた （撮影：今村健志朗）

長年の支配の歴史を経て、2002年に独立を果たした東ティモール。
あれから10年―。

国際社会の支援を受けながら復興を進めてきた同国は、
どのような変化を遂げ、今後どのような道を歩もうとしているのか。

独立前から東ティモールに寄り添い支援を続けてきた
JICAの取り組みとともに、その軌跡を追った。

東 テ ィモ ー ル

from TIMOR-LESTE

　ディリ　

日本の協力で整備された
水道で水を飲む子どもた
ち。独立から10年、人々に
は笑顔が戻りつつある
（撮影：久野真一）

インフラ、農村開発、
人材育成、平和の定
着を柱に、東ティモー
ルの支援を続けてき
たJICA。その成果は
人々の生活向上、国
の成長の証しとして
表れている
（撮影：久野真一）

バウカウ

マナツト
カーサ
ティモール海
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日本の緊急無償資金協力で修復されたマナツト県の灌漑施設を活用
し、JICA専門家の指導によりコメの生産性向上に向けた取り組みが進
められている （撮影：久野真一）

東ティモール大学工
学部では、JICAの支
援により、新たな産業
の創出に貢献する工
科系人材の育成を行
っている

特集 大洋州＆東ティモール

島の未来を考える

開
発
調
査
だ
。で
き
る
だ
け
早
く
、
目

に
見
え
る
形
で
の
成
果
が
求
め
ら
れ

て
い
た
た
め
、
緊
急
性
の
高
い
道
路
な

ど
の
整
備
も
同
時
に
行
っ
た
。ま
た
、

開
発
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
首
都
と

南
部
の
カ
ー
サ
を
結
ぶ
道
路
の
補
修
、

首
都
の
水
道
施
設
・
港
の
整
備
、
発
電

所
の
施
設
改
修
な
ど
を
進
め
た
ほ
か
、

住
民
が
よ
り
直
接
的
に
平
和
の
恩
恵

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
協
働
で
国
内
随
一
の
産
業
で
あ
る

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
加
工
技
術
の
向
上
、
生

産
者
協
働
組
合
の
組
織
化
な
ど
に
も

取
り
組
ん
だ
。

　
独
立
後
、
国
際
社
会
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
、
順
調
に
復
興
へ
の
道
の
り
を

歩
ん
で
い
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
。05
年
に

は
テ
ィ
モ
ー
ル
海
に
眠
る
豊
富
な
石

油
・
ガ
ス
資
源
を
効
果
的
に
運
用
す

べ
く
石
油
基
金
を
設
立
。こ
れ
を
受
け

て
政
府
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
復
興
か
ら

開
発
の
段
階
に
達
し
た
」
と
宣
言
。紛

争
経
験
国
の
多
く
が
５
年
以
内
に
紛

争
状
態
に
後
戻
り
し
て
い
る
中
、
東
テ

ィ
モ
ー
ル
は
「
ポ
ス
ト
コ
ン
フ
リ
ク
ト

国
の
モ
デ
ル
」と
も
い
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
矢
先
の
こ
と
―
。

06
年
４
月
に
状
況
が
一
変
し
た
。西
部

出
身
の
国
軍
兵
士
の
解
雇
を
き
っ
か

け
に
暴
動
が
発
生
し
、
首
都
を
中
心
に

治
安
が
急
速
に
悪
化
し
た
の
だ
。当

時
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
テ
ィ
モ
ー
ル
事
務
所

長
を
務
め
て
い
た
上
條
哲
也
さ
ん
は

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
も
一
時
退
避
を
余

議
な
く
さ
れ
た
。半
年
後
に
事
務
所
の

業
務
は
再
開
で
き
ま
し
た
が
、
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
再
開
す
る
ま
で
約
１
年

か
か
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。多
く

の
国
内
避
難
民
も
発
生
し
た
が
、
国
際

社
会
の
仲
裁
に
よ
り
、
次
第
に
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。

　
こ
の
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
現
地
に
専
門

家
を
派
遣
す
る
技
術
協
力
を
新
た
な

支
援
ス
キ
ー
ム
に
加
え
、
よ
り
多
角
的

な
支
援
を
展
開
。就
業
人
口
の
約
８
割

が
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
農
業
イ
ン
フ
ラ
が
未
整

備
で
生
産
性
が
低
く
食
料
の
大
半
を

海
外
に
依
存
し
て
い
る
状
況
を
改
善

す
べ
く
、
05
年
か
ら
農
業
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
高
い
北
部
の
マ
ナ
ツ
ト
県
で
、

水
稲
灌
漑
施
設
の
修
復
の
ほ
か
、
適
正

品
種
の
選
定
や
農
業
機
械
の
活
用
方

法
な
ど
の
指
導
を
通
じ
て
コ
メ
の
生

産
性
向
上
を
図
っ
た
。さ
ら
に
、
国
内

唯
一
の
公
的
高
等
技
術
教
育
機
関
で

あ
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
大
学
工
学
部
で

は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
や
施
設
復

旧
・
機
材
供
与
、
電
気
・
電
子
工
学
科

に
対
す
る
実
習
指
導
、
指
導
教
官
の
能

力
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　
石
油
基
金
の
恩
恵
に
よ
り
順
調
に

経
済
成
長
を
続
け
、
独
立
時
の
５
倍
近

く
に
ま
で
国
内
総
生
産
が
上
昇
し
た

東
テ
ィ
モ
ー
ル
。２
０
１
１
年
に
は
、

カ
イ
・
ラ
ラ
・
シ
ャ
ナ
ナ
・
グ
ス
マ

ン
首
相
自
ら
が
全
国
65
地
域
を
巡
り
、

住
民
と
の
対
話
を
通
じ
て
作
成
さ
れ

た「
戦
略
開
発
計
画
」が
発
表
さ
れ
た
。

そ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

〝G
oodbye C

onflict, W
elcom

e 
D
evelopm

ent

〞。紛
争
に
別
れ
を
告

げ
、
復
興
か
ら
開
発
へ
と
シ
フ
ト
し
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
中
所
得
国
入
り

を
目
指
す
と
い
う
も
の
だ
。

　
２
０
１
２
年
５
月
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

は
独
立
10
周
年
を
迎
え
る
。こ
の
３

月
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ

し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

初
の
有
償
資
金
協
力
と
し
て
日
本
か

ら
円
借
款
が
供
与
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。対
象
は
首
都
と
東
部
の
バ
ウ

カ
ウ
を
結
ぶ
約
１
２
０
キ
ロ
の
道
路

を
整
備
す
る
「
国
道
１
号
線
整
備
事

業
」
だ
。イ
ン
フ
ラ
省
の
ペ
ド
ロ
・
ラ

イ
・
ダ
・
シ
ル
バ
大
臣
は
「
都
市
と
地

方
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
が
進
め
ば
、
物

流
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
格
差
是
正
に

も
つ
な
が
る
。東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
自
然

資
源
を
生
か
し
、
観
光
業
の
促
進
に
も

つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
」
と
期
待
す
る
。東

テ
ィ
モ
ー
ル
担
当
の
国
連
事
務
総
長

特
別
代
表
を
務
め
て
い
た
法
政
大
学

の
長
谷
川
祐
弘
教
授
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
平
和
構
築
と
国

づ
く
り
に
、
農
業
と
イ
ン
フ
ラ
の
復
興

そ
し
て
人
材
育
成
を
着
実
に
実
施
し

て
き
た
」と
評
価
す
る
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
10
年
―
。

高
田
裕
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
テ
ィ
モ
ー
ル

事
務
所
長
は
「
国
家
歳
入
の
９
割
を
石

油
収
入
に
依
存
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
が
、あ
く
ま
で
石
油
・
ガ
ス
は〝
有

限
〞の
資
源
。ま
た
、
国
庫
へ
の
収
入
で

あ
っ
て
国
民
へ
の
直
接
の
収
入
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。産
業
と
雇
用
の
創
出
を

見
据
え
た
協
力
を
強
化
し
、
す
べ
て
の

国
民
が
豊
か
に
な
れ
る
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
話
す
。

今
後
は
、
農
業
、
観
光
な
ど
経
済
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指

し
た
協
力
に
よ
り
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
現
在
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
加
盟
を

申
請
中
。今
後
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
つ

な
が
り
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

日
本
に
と
っ
て
、
こ
の
国
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
違
い
な

い
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
オ

ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
尊
重
し
な
が
ら
、
復

興
か
ら
開
発
へ
、
新
た
な
国
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く
。

地域の力で平和な村をつくる

　東ティモールの首都ディリ近郊にあ
るコモロ村と沖縄本島中部に位置する
読谷村。それぞれ人口わずか4万人の
この2つの村が“つながっている”ことを
ご存じだろうか。読谷村は第二次世界
大戦前、旧日本陸軍に飛行場用地とし
て土地を接収され、米軍統治下では村
の8割が基地となった地域。返還後は
跡地利用をめぐって村民の意見が割れ
たが、“平和な村”を取り戻そうと地域が
一体となり、紅イモや伝統工芸品であ
るやちむんと呼ばれる焼き物を活用し
た村おこしに取り組んだ。一方、コモロ
村は紛争による治安悪化で避難してい
る間に、別の土地の住民が耕作をはじ
めたことで村民間の紛争に発展。失業
問題や青年同士の暴力が頻繁に起き
ている。
　JICAの青年研修「平和構築」コー
スに参加した東ティモールの研修員の

アクションプランからヒントを得て、読谷
村とNPO法人沖縄平和協力センター
はJICAの草の根技術協力事業「沖
縄・東ティモール・コミュニティ紛争予防
支援協力」を開始。地域の伝統・慣習
を活用したコミュニティー紛争解決のノ
ウハウを伝えている。昨年からは読谷村
での販売を見据え、「読谷山花織」と東
ティモールの伝統織物「タイス」をコラ
ボレーションさせた新商品を開発中だ。

［左］これから円借款で整備が進められる国道1号線。現在は、雨期になると冠水被害に見舞われている。
［右上］「インフラ分野への日本の協力すべてが、東ティモールの礎となっています」と話すインフラ省の
ライ・ダ・シルバ大臣
［右下］JICA草の根技術協力事業を通じて、保健医療サービスの向上を支援するNPO法人シェア＝国
際保健協力市民の会 （撮影：久野真一）
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洪水により導水管が破損したディリ西部では、日本の無償資金協力により給水施設緊急改修工事を実施。独立前からインフラ整備への支援を続けてきた日本の技術者へ
の信頼は厚い （撮影：久野真一）
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